
 ▴新入学児童交通安全教室 

 ▴キャラバン隊によるメッセージ伝達式 

 ▴後継リーダー養成研修会 

 ▴世帯訪問 

 ▴後継リーダー養成研修会 

 ▴後継リーダー養成研修会 

 

 

 

                                            

 
 
 
 
 
 激増する悲惨な交通事故に何としても歯止めをかけなければ 
という強い信念で、昭和 42 年８月「交通安全は家庭から」の 
理念のもと県交通安全母の会連合会が創設されました。爾来今 
日まで 49 年余に亘り、命を守るというたった一つの精神を貫 
き、14万有余の会員が一丸となって、ありとあらゆる場を通 
し、様々な方策を以って本当に地道な活動をして参りました。 
 
 
年４回（春夏秋冬）に亘る県下一斉のキャンペーンはもとよ 
り、母の会独自の事業も数えきれない程行っています。 
・小、中学生対象    － 早朝立哨、新入学児童教室、 

自転車教室（乗り方、点検） 
・女性ドライバー対象  － ドライバー教室（運転技術、 

動体視力、反射神経テスト、 
救命救急法） 

・高齢者対象      － 自転車教室、ドライバー教室 
（身体能力確認検査） 
 安全マップ作成、横断の仕方、 
 高齢者世帯訪問（対面方式） 

・三世代交流交通安全教室 
・キャラバン隊によるメッセージ伝達  
・後継リーダー養成研修会 
 
 
「交通事故は人災である」を視点とし、 
・基本を守る 
  自転車利用者へはブタハシャベル※１の点検を忘れずに 
  歩行者へはマミムメモ※２の心がけを 
・心の教育者の徹底（ゆとりと漫然） 
  人の心ほど不可解なものはない。最大の敵も最良の友 

も自分自身にある。 
  今日の安全は明日の安全とは云えない 
この事を忘れないで常に心を引き締めての生活を促す活動 
をすすめていきたいと思います。 
 

※１「ブ」ブレーキ 「タ」タイヤ 「ハ」ハンドル 「シャ」車体 「ベル」ベル 

 ※２「マ」待つ 「ミ」見る 「ム」無理をしない 「メ」目立つ 「モ」もう一度 

 
 
 
その場その場にふさわしい充実した安全活動を活性化す 

ると共に、今迄以上に安全という枠を広げていく必要性を 
認識し、社会的課題となっている携帯電話に係るスマホや 
ポケモン導入による会話不足、加えて高齢者へのオレオレ 
詐欺の増加に対する取り組みも世帯訪問の中で重点課題と 
して考えています。 
◆女性薬剤師として働くこと、またその支援からみえる男女共同参画についてご意見をお聞か 

 
せください。 
   私達の活動は今日で明日に結果が出るものではありません。だからこそ継続は力を信じ何げない言葉かけ、 

励まし、優しさをこめた心温まるマスコットやメッセージを添えて相手の心に響く活動を持続したいと念じて 
おります。 
                                           
 

茨城県交通安全母の会連合会のご紹介 

【茨城県交通安全母の会連合会】に関するお問い合わせは 
〒310-0846 水戸市東野町 260 TEL029-248-2523 会長 神戸 礼子   

◆活動の目的 

◆活動内容 

◆今後の活動に向けて 
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◆活動の視点 

◆新たな活動を目指して 



 

講座終了後 15:40～16:40『メンター交流会』 

「働く女性のためのメンター制度」で委嘱された１２名の 
メンターが参加し、職場での悩みやキャリア形成等について、 
受講者とメンターとの交流会が行われました。普段は異業種 
間で交流する機会がないこともあり、受講者、メンターの 
皆様からとても有意義な意見交換や情報交換ができたとの 
ご意見をいただきました。 
 

 

【講師】COEJキャリアマネジメント株式会社  

代表取締役 矢部
や べ

 悦子
え つ こ

さん 

第１回に引き続き、矢部悦子さんによるキャリアアップ講座

「管理職のためのマネジメント力講座」を開催しました。 

女性活躍を推進していくためには、女性管理職やリーダー

（1st ﾗﾝﾅｰ）の後に続く、将来の管理職・リーダー候補となる

女性（2nd ﾗﾝﾅｰ）を育てていくことが鍵となるとのお話があり、

今後の仕事に役立つ具体的な方法を解説していただきました。 

チーム作りとして、和やかな雰囲気の中、それぞれの役割を

認識し、互いの得意分野の相違を認め、信頼し合うことの大切

さを学びました。今後の女性リーダーとしての役割やマネジメ

ントについての理解を深めることができました。 

講座終了後 15:40～16:40『メンター交流会』 

「働く女性のためのメンター制度」で委嘱された１７名の 
メンターが参加し、交流会を行いました。職場の悩みや働く 
上で心掛けていること等、日頃感じていることを思い思いに 
話し合いました。社内の業務を離れて、色々な方々と交流で 
き、メンターさんのポジティブな考えが参考になり、とても 
よい機会となったとのご意見を多数頂戴しました。 
しました。 
 

 

 女性の活躍が期待されているという現状を踏まえ、女性がイキ

イキと働くためには、働く女性自身が価値基準（大切にしている

こと）を明確化することが大切であるとのお話がありました。 

 人生グラフ（ライフラインチャート）をもとに、満足度やモチ

ベーションがどのような時に変化するのか、また経験を振り返る

ことで自己理解を深め、自己効力感向上に繋げる意欲の仕組みに

ついてわかりやすく解説していただきました。 

 職場におけるコミュニケーションの重要性や相手の価値基準

を理解し、相手軸に立つことの大切を教えていただき、大変学び

の多い有意義な講座となりました。 



 

県では、県民や事業者等の皆様方に、男女共同参

画についての理解と関心を深めていただくため、毎

年１１月を「男女共同参画推進月間」と定めており、

これに合わせて、男女共同参画の推進に功績のあっ

た個人・団体の方々に「ハーモニー功労賞」を贈呈

しております。 

今年度のハーモニー功労賞は、「個人の部」３名、

「団体の部」２団体が選ばれ、１１月１５日に開催

されたハーモニートップセミナーの席上で、山口副

知事から表彰状が授与されました。 

受賞者の紹介 
【個人の部】 

■伊藤 睦子 さん（守谷市） 

取手市医師会並びに茨城県医師会初の女性理事である。待機児童問題への関心が高く、自身のクリニック内に保育園を開設し、地域

の働く世代の子育てに貢献している。茨城県医師会女性医師就業支援相談窓口のアドバイザーとして助言も行っている。 

■平塚 知真子 さん（つくば市） 

子育て中の母親による母親のためのＮＰＯ法人「ままとーん」を設立し、育児情報誌の発行やイベントの開催を通して、地域の子育

て支援を行う。また、株式会社エデュケーションデザインラボを創業し、ＩＣＴを活用した在宅ワークビジネスを展開する。 

■皆川 悠美子 さん（日立市） 

日立市らぽーる協会会長として、男女共同参画の啓発や女性の生活相談などを積極的に推進する。また、「日立市らぽーる協会ＤＶ被

害者支援基金」を設立し、緊急避難が必要な場合に対応できる体制を整えるなど、ＤＶ対策にも取り組んでいる。 

【団体の部】 

■石岡市地域女性団体連絡協議会（石岡市） 

子育て中の母親らが集える場の提供や、教育や保育の専門家を招いた講演会の開催、育児相談など、子育て経験者としての広い視野

で若い母親を支援している。また、年間を通じて食用廃油を回収し石鹸を作るなど、地域に根差した環境活動に取り組んでいる。 

■ハーモニーたかはぎ（高萩市） 

高萩市唯一の男女共同参画団体として、父と子を対象とした料理教室の開催や市内中学生を対象に募集した男女共同参画啓発ポスタ

ーの展示会、婚活事業などに継続的に取り組み、男女共同参画社会の実現に向け、市民の意識啓発に貢献している。 

平成２８年度 女性が輝く優良企業認定・表彰 

県では、今年度から、職場での女性活躍推進、ワーク・ライフ・バランス推進及び子育て支援にバランス良く取り組

んでいる企業を優良企業として認定・表彰する「女性が輝く優良企業認定制度」を創設しました。初年度である今年度

は、３つ星２社、２つ星２社、１つ星１社を認定し、 

３つ星認定となった２社を特に優良な企業として 

表彰しました。 

 

【３つ星・表彰】 

■株式会社 常陽銀行（金融業・水戸市） 

 北関東で初めて女性活躍推進法に基づく「えるぼし」の認定を得るとともに、法

律を上回る内容の仕事と生活の両立支援制度を導入し、ライフスタイルに合わせた

働き方を可能にしている。また、長時間労働を防ぐ早帰り運動を実施し、生活を充

実させる時間が持てる働き方を推進している。 

■株式会社 筑波銀行（金融業・つくば市） 

 「女性の活躍推進」と「仕事と家庭の両立支援」の一環として、男性の家庭参画

の促進などにも積極的に取り組んでおり、これまでに、男性の配偶者出産時休暇取

得率は約 70%、男性の育児休業取得率は約 20%まで向上するなどの成果をあげて

いる。このほか、転勤を伴わないエリア総合職の導入などで女性の職域拡大も図っ

ている。 

【２つ星】 

京三電機 株式会社（製造業・古河市） 

医療法人社団善仁会 小山記念病院 

（医療・鹿嶋市） 

【１つ星】 

桂不動産 株式会社（不動産業・つくば市） 

 

 

 

平成２８年度ハーモニー功労賞受賞者の皆さんをご紹介します 



 

発行・お問合せ先 
茨城県知事公室女性青少年課                  

女性プラザ男女共同参画支援室                 

〒310-0011 水戸市三の丸１－７－４１            

電話 ０２９（２３３）３９８２                

FAX ０２９（２３３）１３３０                

URL http://www.pref.ibaraki.jp/bugai/josei/danjo/challenge/index.html 

普段抱えている困りごとはありませんか？ 

離婚、借金、交通事故、相続など…女性弁護

士が様々な困りごとに無料でお答えします。

お気軽にご相談ください。 

◆ 毎月 第２金曜日 13:00～16:00 

           （１人につき３０分） 

◆ 女性弁護士による面接相談（予約制） 

 

最近、家族や友人とゆっくり会話をしていま

すか？家族・子育て・人づきあい・仕事など

…日頃感じていることや悩み事などを参加者

同士で一緒に話し合う交流の場です。くつろ

ぎながら互いの思いを語り合いましょう！ 

◆ 毎月 第１金曜日  10:00～12:00 

◆ 定員１０名 （先着順受付、予約制） 

茨城県女性青少年課男

女共同参画グループでは、

facebook ページを開設

いたしました。「ハーモニ

ーいばらき」で検索してい

ただき、ぜひ「いいね！」

をお待ちしております♪ 

働く女性を対象に、お仕事やライフイベント

（結婚・出産・子育て等）の両立について、

キャリアに関する相談をお受けしています。 

専門のキャリア相談員があなたのこれからに

ついて一緒に考えます。 

◆ 毎月 第１・３水曜日 13:00～17:00 

◆ 電話・面接(要予約) 

 

 

 

 

 

 

◆水戸駅から日立方面に 

向かって、徒歩１０分 

 

◆車でお越しの方は 

三の丸庁舎（旧県庁舎） 

駐車場をご利用ください。 

 常陽銀行より平岡紗織さんを講師にお迎えし、将来を見

据えたお金の効果的活用法やライフプランの立て方をわ

かりやすく解説していただきました。 

 ４つのマネープランとして、「ためる・ふやす・そなえ

る・のこす」という考え方のもと、貯蓄や投資、保険の見

直し、遺産に関する事や話題の NISAまで、幅広い内容を

それぞれの年齢に応じた段階的なライフプランとしてご

説明いただきました。 

 講座終了後には、個別相談会を実施しました。個別の疑

問点や、普段話せない内容についても、直接銀行行員にご

相談できるため、参加者の皆様も積極的にご質問をされて

いました。イベントごとに必要資金がわかり、大変参考に

なったとお声をいただきました。 

  

 

 

 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

   

 

平岡
ひ ら お か

 紗
さ

織
お り

さん 

【講師】常陽銀行 営業推進部 

ライフプランコンサルタント  


